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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期

第３四半期連結
累計期間

第37期
第３四半期連結

累計期間
第36期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　12月31日

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　12月31日

自平成26年
　４月１日
至平成27年
　３月31日

売上高 （千円） 9,990,739 8,935,046 13,853,959

経常利益 （千円） 1,387,817 130,240 2,102,591

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 806,827 1,037 1,275,106

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 831,939 △46,419 1,290,735

純資産額 （千円） 8,009,920 8,014,670 8,488,713

総資産額 （千円） 14,574,951 14,719,958 15,987,101

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 46.54 0.06 73.35

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 45.88 0.06 72.37

自己資本比率 （％） 54.0 53.2 52.1

 

回次
第36期

第３四半期連結
会計期間

第37期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自平成26年
　10月１日
至平成26年
　12月31日

自平成27年
　10月１日
至平成27年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
（円） 16.43 △1.38

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累計

期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としております。

４．当社は、平成27年４月１日付で普通株式１株を２株に株式分割しております。前連結会計年度の期首に当該株

式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額を算定しております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に重要な変更は

ありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号平成25年９月13日）等

を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

(1)業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出・生産は上向きつつあるものの、個人消費の伸び悩みや中

国を始めとする新興国の景気減速への警戒感等から、景気の先行きは依然不透明な状況が続いております。

　こうした経済状況の中、当社グループのうち、ヘルスケア等ソフトウェア事業が属する介護・福祉・医療分野に関

するソフトウェア業界の事業環境は、高齢化の進展と生産年齢人口の減少により介護保険制度の維持が困難となって

おり、2015年度介護報酬改定では、基本報酬が大幅に引き下げられ、介護事業者が影響を受け、需要は経営環境悪化

の懸念から鈍化しております。一方で介護保険制度内サービスの縮小が見込まれる軽度者向けの介護保険外サービス

へのニーズは団塊の世代を中心に今後、高まるものと考えられており、介護事業者の業務の効率化につながる当該

ICT事業のマーケットは引き続き連動して拡大するものと予想しております。

　受託開発等ソフトウェア事業セグメントにおける事業環境は、既存システムの老朽化や企業業績の回復から需要は

堅調に推移しております。

　こうした事業環境の中、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高につきましては、受託開発等

ソフトウェア事業において、受注が堅調に推移したことから、前年同期を上回りましたが、ヘルスケア等ソフトウェ

ア事業において、主力商品である「ほのぼのNEXT」の販売額が、「ほのぼのSilver」からのリプレイス終了と介護保

険制度改正にかかる需要の反動および介護報酬引き下げ、人手不足による介護事業者の経営悪化の影響を受けたこと

等から、前年同期を下回りました。

　利益面につきましては、ヘルスケア等ソフトウェア事業において、新製品の開発や2015年４月の介護保険制度改正

向けユーザーサポート対応のための労務費などの増加から売上原価率が上昇、売上高が当初の予想を下回ったことも

あり、前年同期比で減益となりました。

　以上のことから、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は 8,935,046千円（前年同期比 10.6％減）、連結営業

利益は 95,946千円（前年同期比 93.1％減）、連結経常利益は 130,240千円（前年同期比 90.6％減）、親会社株主

に帰属する四半期純利益は 1,037千円（前年同期比 99.9％減）となりました。

　なお、セグメント別業績の概要は次の通りです。

①ヘルスケア等ソフトウェア事業

　ヘルスケア等ソフトウェア事業につきましては、主力商品である「ほのぼのＮＥＸＴ」の販売活動を積極的に推進

しましたが、前述のとおり、「ほのぼのSilver」からのリプレイス終了と制度改正需要の反動および介護報酬引き下

げと人手不足による介護事業所の経営環境の悪化などにより、当第３四半期連結累計期間の売上高は 3,814,582千円

（前年同期比 26.1％減）となりました。

②受託開発等ソフトウェア事業

　受託開発等ソフトウェア事業につきましては、受注が堅調に推移した結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は

3,853,231千円（前年同期比 4.3％増）となりました。

③ヘルスケアサービス事業

　ヘルスケアサービス事業につきましては、連結子会社の株式会社メディパスの業績が順調に推移した結果、当第３

四半期連結累計期間の売上高は558,705千円（前年同期比12.1％増）となりました。

④ＡＳＰ事業

　ＡＳＰ事業につきましては、小規模介護事業者向けのASPサービスの利用者が堅調に増加した結果、当第３四半期

連結累計期間の売上高は 708,527千円（前年同期比 11.5％増）となりました。

 

(2)財政状態の分析

　当第２四半期連結累計期間末における総資産につきましては、前連結会計年度末（以下「前期末」という。）に比

べ、1,267,143千円減少し、 14,719,958千円となりました。

　前述を踏まえた資産、負債及び純資産の詳細につきましては、次のとおりであります。
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　資産につきましては、流動資産は 2,007,540千円減少し、固定資産は 740,397千円の増加となりました。流動資産

の主な減少要因は、預金や売掛金の減少によるものです。固定資産の主な増加要因はソフトウェアと長期性預金の増

加によるものです。

　負債につきましては、6,705,288千円となり、前期末比 793,100千円の減少となりました。流動負債が 774,790千

円減少した主な要因は法人税等の支払いにより未払法人税等が減少したこと等によるものです。固定負債が18,310千

円減少した主な要因は、長期前受収益が減少したこと等によります。

　純資産につきましては 8,014,670千円となり前期末比 474,042千円の減少となりました。主な要因は配当金の支払

いによる利益剰余金の減少によるものです。

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4)研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は343,231千円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 70,000,000

計 70,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成27年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 17,668,968 17,668,968
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 17,668,968 17,668,968 － －

（注）提出日現在発行数欄には、平成28年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成27年10月1日～

平成27年12月31日（注）
17,600 17,668,968 6,157 1,281,308 6,157 1,238,808

 
（注）新株予約権の行使による増加であります。

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をして

おります。

①【発行済株式】

平成27年12月31日 現在
 

区　　　分
株式数
（株）

議決権の数
（個）

内　　容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　 80,100
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,569,500 175,695

権利内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式でありま

す。

単元未満株式 普通株式　　　1,768 － 同上

発行済株式総数 17,651,368 － －

総株主の議決権 － 175,695 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が800株含まれております。また、「議決

権の数」には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数８個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年12月31日 現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する

所有株式数の割合
（％）

エヌ・デーソフト

ウェア株式会社

山形県南陽市和田

3369番地
80,100 － 80,100 0.45

計 － 80,100 － 80,100 0.45

（注）第３四半期末現在の自己株式は80,134株であります。

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動は次のとおりであります。

 

役名 新職名 旧職名 氏名 異動年月日

常務取締役 ソリューション事業部担当 ソリューション事業部長 山科　俊治 平成27年８月24日

取締役

ＩＣＴ事業部長

兼務　ソリューション事業

部長

ＩＣＴ事業部長 大野　聡 平成27年８月24日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,969,827 6,935,793

受取手形及び売掛金 ※１ 2,641,247 ※１, ※２ 2,314,594

商品 25,004 63,172

仕掛品 38,326 117,467

貯蔵品 47,751 81,353

その他 439,926 642,097

貸倒引当金 △1,266 △1,202

流動資産合計 12,160,818 10,153,277

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 727,303 734,479

減価償却累計額 △179,847 △222,996

建物及び構築物（純額） 547,455 511,482

土地 38,039 38,039

その他 490,477 530,992

減価償却累計額 △258,125 △287,567

その他（純額） 232,352 243,425

建設仮勘定 332 -

有形固定資産合計 818,180 792,947

無形固定資産   

のれん 782,849 857,583

ソフトウエア 540,521 811,566

ソフトウエア仮勘定 417,107 604,087

その他 6,470 6,536

無形固定資産合計 1,746,948 2,279,774

投資その他の資産   

投資有価証券 305,487 295,678

その他 955,667 1,198,280

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 1,261,154 1,493,958

固定資産合計 3,826,283 4,566,681

資産合計 15,987,101 14,719,958
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 286,767 310,349

短期借入金 60,000 75,000

1年内返済予定の長期借入金 75,000 7,200

未払法人税等 390,941 72,406

前受金 222,462 137,012

前受収益 1,363,214 1,398,363

賞与引当金 473,515 223,875

役員賞与引当金 32,200 24,038

その他 1,180,773 1,061,838

流動負債合計 4,084,874 3,310,084

固定負債   

長期借入金 33,800 96,456

退職給付に係る負債 273,855 431,146

役員退職慰労引当金 183,313 189,890

長期前受収益 2,732,190 2,493,083

その他 190,354 184,626

固定負債合計 3,413,513 3,395,203

負債合計 7,498,388 6,705,288

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,271,512 1,281,308

資本剰余金 1,372,692 1,382,488

利益剰余金 5,699,654 5,261,592

自己株式 △12,184 △12,184

株主資本合計 8,331,674 7,913,205

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 12,758 9,954

退職給付に係る調整累計額 △13,993 △87,343

その他の包括利益累計額合計 △1,235 △77,388

新株予約権 43,031 38,213

非支配株主持分 115,242 140,640

純資産合計 8,488,713 8,014,670

負債純資産合計 15,987,101 14,719,958
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 9,990,739 8,935,046

売上原価 5,950,974 5,940,918

売上総利益 4,039,765 2,994,127

販売費及び一般管理費 2,654,954 2,898,180

営業利益 1,384,810 95,946

営業外収益   

受取利息 7,609 6,049

受取配当金 1,070 1,071

保険解約返戻金 2,430 32,031

その他 10,271 10,056

営業外収益合計 21,383 49,208

営業外費用   

支払利息 6,216 8,029

売上債権売却損 11,460 3,021

その他 699 3,864

営業外費用合計 18,375 14,915

経常利益 1,387,817 130,240

特別利益   

固定資産売却益 2,650 -

新株予約権戻入益 520 260

特別利益合計 3,171 260

特別損失   

固定資産除却損 0 1,436

投資有価証券評価損 － 5,331

特別損失合計 0 6,768

税金等調整前四半期純利益 1,390,988 123,733

法人税、住民税及び事業税 562,193 93,998

四半期純利益 828,795 29,734

非支配株主に帰属する四半期純利益 21,967 28,697

親会社株主に帰属する四半期純利益 806,827 1,037
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

四半期純利益 828,795 29,734

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 3,397 △2,804

退職給付に係る調整額 △253 △73,349

その他の包括利益合計 3,143 △76,153

四半期包括利益 831,939 △46,419

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 809,971 △75,116

非支配株主に係る四半期包括利益 21,967 28,697
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【注記事項】

（連結の範囲の変更）

　連結子会社である株式会社メディパスが第１四半期連結会計期間において、株式会社アクアフォレストの全株

式を取得し、新たに連結の範囲に含めております。

　なお、平成27年７月に、株式会社メディパスと株式会社アクアフォレストは、株式会社メディパスを吸収合併

存続会社として合併いたしました。

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

　この結果、当第３四半期連累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、「法人税、住民税及び事業税」に含めて表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　売上債権流動化に伴う遡及義務は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成27年12月31日）

 45,320千円 17,584千円

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日を持って決済処理しております。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成27年12月31日）

受取手形 －千円 5,291千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであ

ります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

減価償却費 367,760千円 512,279千円

のれんの償却額 92,640 106,449
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

（１）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 258,529 30 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

 

（２）株主資本の金額の著しい変動

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

（１）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 307,314 35 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

平成27年11月10日

取締役会
普通株式 131,784 7.5 平成27年９月30日 平成27年12月４日 利益剰余金

 

（２）株主資本の金額の著しい変動

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
ヘルスケア等
ソフトウェア

事業

受託開発等
ソフトウェア

事業

ヘルスケア
サービス事業

ＡＳＰ事業 計

売上高        

外部顧客への

売上高
5,161,783 3,694,913 498,547 635,494 9,990,739 － 9,990,739

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

567 62,093 783 49,229 112,673 △112,673 －

計 5,162,350 3,757,007 499,330 684,723 10,103,412 △112,673 9,990,739

セグメント利益又は

損失(△)
1,197,756 239,677 6,415 168,015 1,611,864 △227,054 1,384,810

（注）１．セグメント利益の調整額△227,054千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△221,045千円、セグ

メント間内部取引△6,008千円であります。全社費用は、本社管理部門に係る費用であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　３．「第４．経理の状況　１．四半期連結財務諸表　注記事項　連結の範囲の変更」に記載の通り、第１四半期連

結会計期間より、株式会社ナレッジ・マネジメント・ケア研究所を新たに設立し、連結の範囲に含めておりま

す。当該会社の報告セグメントについては、「ヘルスケアサービス事業」としております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
ヘルスケア等
ソフトウェア

事業

受託開発等
ソフトウェア

事業

ヘルスケア
サービス事業

ＡＳＰ事業 計

売上高        

外部顧客への

売上高
3,814,582 3,853,231 558,705 708,527 8,935,046 － 8,935,046

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

30,316 288,052 959 58,718 378,046 △378,046 －

計 3,844,898 4,141,283 559,664 767,246 9,313,093 △378,046 8,935,046

セグメント利益又は

損失(△)
△87,100 268,952 △13,909 188,839 356,781 △260,834 95,946

（注）１．セグメント利益の調整額△260,834千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△208,751千円、セグ

メント間内部取引△52,082千円であります。全社費用は、本社管理部門に係る費用であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　「ヘルスケアサービス事業」において、連結子会社である株式会社メディパスが株式会社アクアフォレス

トの全株式を取得し、新たに連結の範囲に含めております。

　当事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間において181,183千円であります。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 46円54銭 0円06銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
806,827 1,037

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
806,827 1,037

普通株式の期中平均株式数（株） 17,337,339 17,568,018

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 45円88銭 0円06銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 247,520 154,910

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

――――― ―――――

（注）当社は、平成27年４月１日付で普通株式１株を２株に株式分割しております。前連結会計年度の期首に当該株式分

割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定して

おります。
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（重要な後発事象）

　当社は、平成28年１月13日開催の取締役会において、連結子会社である株式会社ネットウィンから事業の全部

を譲り受け、同社は解散及び清算することを決議いたしました。

 

１．事業譲受及び解散の理由

　株式会社ネットウィンは、主として医療の業務用ソフトウェアプロダクト（臨床検査システム、健診システ

ム等）の開発・販売を行う事業を行っておりますが、同社の財務状態や人員等の状況を踏まえ、当社ヘルスケ

ア等ソフトウェア事業と一体としたほうが効率的な事業構築が可能との判断から、同社の事業の全部を譲り受

け、同社を解散及び清算することといたしました。

 

２．当該子会社の概要

(1) 名称 株式会社ネットウィン

(2) 本店所在地 東京都中央区日本橋富沢町9番19号　住友生命日本橋富沢町ビル

(3) 代表者 代表取締役　佐藤　廣志

(4) 事業内容 ソフトウェアプロダクトの開発・販売

(5) 資本金 55百万円

(6) 設立年月日 平成12年４月１日

(7) 持分比率 当社 100％

 

３．当該子会社の資産、負債の額（平成27年３月31日現在）

　総資産額　166百万円、負債総額　217百万円

 

４．日程

平成28年１月13日 取締役会決議

平成28年３月１日 事業譲渡契約締結（予定）

平成28年３月31日 子会社臨時株主総会にて解散決議（予定）

平成28年４月１日 事業譲渡効力発生日（予定）

平成28年６月30日 子会社清算結了（予定）

 

５．当該子会社の解散による損失見込額

　当該解散及び清算に伴う連結及び個別業績に与える影響は、現在精査中であります。

 

６．当該子会社の解散による営業活動等への影響

　当該解散及び清算に伴う営業活動等に与える影響は軽微であります。

 

２【その他】

平成27年11月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ） 配当金の総額 131,784千円

（ロ） １株当たりの金額 7.5円

（ハ） 支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成27年12月４日

（注）平成27年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年２月９日

エヌ・デーソフトウェア株式会社

　　　　取　締　役　会　　御　中

 

 有限責任監査法人 トーマツ

 

 
指定有限責任社員
 
業 務 執 行 社 員

  公認会計士 瀬戸　　卓　　印

 

 
指定有限責任社員
 
業 務 執 行 社 員

  公認会計士 今江　光彦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエヌ・デーソフ

トウェア株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年10

月１日から平成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エヌ・デーソフトウェア株式会社及び連結子会社の平成27年12月31日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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